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コース名：中国オフショア開発実務

時間 内容 時間 内容

※講義開始前に、受講予定者へのアンケート
調査を行い、予めオフショア開発における
不安要因（実例OK）を提出させる

1 オフショア開発の現状認識と次世代
オフショア連携について(■)

・オフショア活用の現状
・オフショア開発成功事例
・コストダウンから市場戦略への転換

2 オフショア開発の阻害要因（■▲）
・一般的な阻害要因について説明（講師）
・オフショア開発における不安要因に

ついて、体験談をもとに発表（受講生）
・不安要因／阻害要因の克服について、

グループ間討論
・阻害要因克服に向けた施策について

（まとめ）

3 ケーススタディー１ (■▲)
・例題を元に各グループにて、オフショア

開発委託可否～委託範囲～委託先選定に
ついてグループで討議し発表

・オフショア開発可否～委託範囲～委託先
決定のガイドライン(注1)の説明並びに
グループ発表に対する解説

(注1):参考配布→社内標準があればそれに
準拠する

・委託先選定のための、RFP考慮ポイント
について解説

・委託検討先の提案に対する分析ポイント
の解説

・委託先選定アセスメントシート活用方法

4 ケーススタディ－２(■▲)
・例題を元に各グループにて、オフショア

開発開始前～納品までの状況について
分析し、改善策を討議し発表

・オフショアアセスメントについて解説
・各グループ発表について解説

5 全体のまとめ、質疑応答

●コース概要：
・オフショア開発の不安要因、阻害要因

を再認識し、克服に向けた施策を習得
する。さらに、ケーススタディにより
オフショア開発の可否、委託範囲、委
託先選定・課題を見極める手段を習得
する。オフショア開発委託決定後のア
セスメントの方法を学び、オフショア
開発時の状況把握、分析、改善策の提
示ができるノウハウを身につける。

●到達目標：
・オフショア開発の現状と次世代オフ

ショア開発について認識する
・オフショア開発の阻害要因を再認識し

克服に向けた解決策を身につける
・オフショア開発の委託可否と委託範囲

について判定でき、委託先の選定並び
に改善ポイントを把握できる

・オフショア開発準備段階～納品までの
オフショア側の状況について把握でき
問題点、改善点を分析し、オフショア
側に対し改善指導ができる

●対象者：
・オフショア開発経験者

●前提知識：
・中国オフショア開発入門

●日程：1日間(昼食は1時間)
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●教材：
・EnMan 教材を使用
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研修スタイル
■・・・・講義
●・・・・マシン実習
▲・・・・グループ演習


